		資料３-１
第７回　西九州させぼ広域都市圏ビジネスプランコンテスト（企画書）

１　目的
この企画は、地域における新たな価値の創出と持続可能な経済成長を目指し、起業家精神の醸成および地域課題の解決に資するこ
　とを目的とする。また、急速に進行する人口減少や高齢化、企業の担い手不足といった課題に対し、地域資源を活用した斬新なビジ
ネスプランを支援することで地域の活性化を図るとともに、新たな雇用の創出や若者の地元定着を促進する。
　なお、実施にあたっては、佐世保市のみならず西九州させぼ広域都市圏内の地域を拠点とするビジネスプランについて広く募集を
図るものとする。

２　運営体制（②以下は、R6年度第6回実績をもとに作成）
1 主　催：西九州させぼ広域都市圏ビジネスプランコンテスト実行委員会
※佐世保市産業支援センター（VSIDE）を事務局とし、事務の処理は、佐世保市商工労働課があたる。
2 協　賛：パーソルビジネスプロセスデザイン㈱、㈱日本ビジネスソフト、㈱マゴオリ、西九州テクノコンソーシアム、㈱十八親
和銀行、㈱サポデジ、西海みずき信用組合、㈱堀内組、㈱相生市場
※過去のStart Up 99の賞受賞者へも声掛け。その他連携市町へも企業への声掛けを依頼
3 企業賞：㈱FFGベンチャービジネスパートナーズ、GEUDA(一社)&WEBLIFE、トラストパーク㈱、パーソルビジネスプロセスデザイ
　　　　ン㈱、㈱エミネントスラックス　
4 後　援：長崎県、平戸市、松浦市、西海市、東彼杵町、川棚町、波佐見町、小値賀町、佐々町、新上五島町、伊万里市、有田町
㈱十八親和銀行、日本政策金融公庫佐世保支店、九州ひぜん信用金庫、西海みずき信用組合、長崎県信用保証協会、
佐世保商工会議所、佐世保北部商工会、宇久町商工会、佐世保工業会、佐世保異業種交流協会、佐世保情報産業プラ
ザ、長崎県産業振興財団、西九州インターネット研究会


３　募集テーマ
　下記のいずれかのテーマに則したプラン（ビジネス分野は自由）。
　①　新規性や成長性が高いビジネスプラン　　　　　　　　　　　　　　　　
　②　圏域内の地域資源を活かしたビジネスプラン
　　　＜地域資源の分野例＞
　　　自然環境、歴史・文化、伝統工芸、特産品、人的資源、観光資源　など
　③　以下のいずれかの地域課題解決に繋がるビジネスプラン
地域課題①
	タイトル
	若者の市外転出による地域経済の縮小等

	課題
	佐世保の市内高等教育機関等を卒業した学生のほとんどは、進学や就職を機に都市部へ移動しそのまま戻らないケースが多く、企業の労働力不足や消費活動の縮小など地域経済の縮小に繋がっている。

	プランの視点
	若者を佐世保に定着させ、企業の人材不足解消をはじめ地域経済の活性化に繋がるようなプラン。



　　　地域課題②
	[bookmark: _Hlk207205313]タイトル
	形だけでは終わらない実りある「姉妹都市」の実現

	課題
	佐世保市は海外の6都市1港と姉妹都市等の関係を結び、これまで青少年の相互派遣や行政間の交流を行っているが、民間同士の経済交流においては発展の余地がある。経済交流を行う上での障壁として、収益の不確実性、法律上の制約、言語の壁などが存在。

	プランの視点
	以下の4つの視点を考慮した姉妹都市間の持続可能な経済交流を促進できるプラン。
➀経済的・文化的交流の促進、②障壁の克服、③収益性の確保、④交流者間双方の強みを活かす


　　　※6都市1港・・・アルバカーキ市（米）、サンディエゴ港（米）、コフスハーバー市（豪）、厦門市（中）、瀋陽市（中）
坡州市（韓）、プサン広域市西区（韓）

※上記以外の地域課題の解決に繋がるプランでも応募可能
４　応募部門
　(1)　対象者
	部門
	対象者及び要件等

	事業化の部
	下記のすべてを満たすこと
1 概ね１年以内に起業（事業化）し、新たな商品・サービスの開発や提供を考えている方
② 広域都市圏域内に拠点を置いて事業化を考えている方

※いわゆる「アトツギベンチャー」や「社内ベンチャー」、及び「過去のStart Up 99出場者のリトライ」についても応募可能

	チャレンジの部
	下記のすべてを満たすこと
① すぐには起業（事業化）の予定はないが、新しい斬新なアイデアをお持ちの方
② 広域都市圏内に拠点を置くことを想定したもの


※広域都市圏とは佐世保市を中心として、平戸市、松浦市、西海市、東彼杵町、川棚町、波佐見町、小値賀町、新上五島町、佐々
町、伊万里市、有田町の12市町を指す。

(2)　ビジネスプラン（提案する事業計画）についての考え方
1 募集は「事業化の部」、「チャレンジの部」の２部制とし、表彰もそれぞれとする。
2 「事業化の部」は、概ね1年以内に起業（事業化）を考えている方であれば、一般、学生問わず応募可能。
ただし、賞金の使途を事業化に資する取組みへの使用に限定する。※後日報告を義務化
3  既に起業（事業化）後の場合は、その後、概ね３年以内とする。
4  拠点については必ずしも圏域内への転居を必要とするものではなく、何らかの拠点をおいて実施するプランであればよい。
5  既に事業を行っていても、既存事業とは全く違う新たなビジネスに挑戦する場合も対象
6 「チャレンジの部」は、近いうちに起業（事業化）の予定はないが、面白い斬新なアイデアを持っていれば、一般、学生問わ
ず応募可能。
7 過去の当コンテストでの大賞受賞プランでは応募不可。
8 「アトツギベンチャー」とは、先代から受け継いだ事業資産を活かして、新事業の創出や時代に合わせアップデートすること。
9 「社内ベンチャー」とは、企業内にて既存の事業とは異なる新しい事業分野を開拓すること。





















５　表　彰　
	部門
	区分
	賞金金額
	備考

	[bookmark: _Hlk202745002]事業化の部
	大  賞
	賞金　５０万円
	応募提案の中で、最も優れた提案

	1 
	準大賞
	賞金　１０万円
	大賞の次点となる提案

	チャレンジの部
	大　賞
	賞金　１０万円
	応募提案の中で、最も優れた提案

	
	準大賞
	賞金　　５万円
	大賞の次点となる提案



※企業への協賛（協賛金or副賞）については、協力依頼を行う。
※賞金の金額は、協賛金の状況で変動することがある。
※審査員が該当なしと判断する場合もある。
※公開審査会において、一次審査（書類審査）通過者を対象に審査を行う。
※最終審査会への参加賞として景品の配布も検討。

（大賞者、準大賞者へのその他バックアップ）
受賞者の要望に応じて以下を提供　
1 佐世保市関係部局との連携支援
2 広報支援



６　応募方法
応募期間　　令和７年１０月２９日（水）～ 令和７年１１月２５日（火）

書類審査　  令和８年１月上旬　審査結果通知

最終審査会　 令和８年３月１日（日）公開審査会を開催
　　　　　　　 場所：（佐世保市役所１３階大会議室（予定））（終了後に協賛企業との交流会を予定）
   
７　事業予算（概算）
① 収入　協賛金等収入　　２４４万円
（1 市：１００万円、②企業：９５万円　③繰越：４９万円）
② 支出　賞金　　　　　　　７５万円
　　　  運営費等事務費　１６９万円

８　スケジュール案
	月　日
	内　容

	令和7年7月下旬
	一部開催告知（スケジュールなど）

	令和7年9月上旬
	募集概要告知（第1回実行委員会後すみやかに）

	令和7年10月中旬
	募集要項公表（第2回実行委員会後すみやかに）

	令和7年10月29日（水）
	募集開始

	令和7年10月29日（水）
～令和7年11月25日（火）
	募集期間（応募書類の提出）

	令和7年11月26日（水）～
令和7年12月中旬
	一次審査（書類審査）※事務局にて実施

	令和8年1月上旬
	審査結果通知（第3回実行委員会後すみやかに）

	令和8年3月1日（日）
	最終審査会（プレゼンテーション審査）、表彰式、交流会


※必要に応じ、募集説明会やキックオフイベントを開催

９　企画
Start Up 99実行委員会
事務局：佐世保市松浦町5番1号　佐世保市産業支援センター（VSIDE）
（事務処理は、佐世保市経済部商工労働課にて行う）

10　応募希望者及び応募者への支援　
応募希望者及び応募者が、ビジネスプランのブラッシュアップやプレゼンテーションに対するアドバイスを希望する場合は、佐世保市産業支援センターにおいて、産業コーディネーター等が随時支援する。

11　広報先
1 行政機関：九州経済産業局、長崎県、西九州させぼ広域都市圏内の連携市町、各支所・コミュニティセンター
2 高等教育機関：長崎県立大学、長崎国際大学、佐世保高専、長崎短期大学
3 金融機関：㈱ふくおかフィナンシャルグループ、㈱十八親和銀行、九州ひぜん信用金庫、西海みずき信用組合、
日本政策金融公庫、長崎県信用保証協会等
4 経営支援機関：佐世保商工会議所、佐世保市北部商工会、宇久町商工会ほか連携市町の商工会議所・商工会、
西九州テクノコンソーシアム等
5 業界団体：佐世保工業会、佐世保異業種交流協会等
6 報道機関：市政記者クラブ加入機関
7 その他媒体：ＶＳＩＤＥ(佐世保市産業支援センター)ＨＰ、産業支援センターFacebook、佐世保市役所ＨＰ、
ＳＡＳＥＢＯ Ｘ（サセボクロス）、その他、ＷＥＢ上で連携可能なサイトへ随時依頼
※必要に応じ、広告媒体の追加等を行うほか、過去のビジネスコンテスト入賞者に対しても周知を行う。
その他広域都市圏外への情報発信についても積極的に行う。　

以　上
5

